
第 12期富士通グループ環境行動計画 
 
環境行動計画 イメージ 
 

 お客様・社会 自社・サプライチェーン 

ビジネス領域 上流 自社領域 下流 

    

気候変動  世界のGHG排出削減の
貢献拡大 

 お取引先の GHG排出を中
心とした削減 

 事業拠点の GHG排出をカ
ーボンニュートラル 
 追加性のある再生可能エネ
ルギーの使用率拡大 

 製品使用時の GHG排出を
中心とした削減 

資源循環 （水資源保全活動や水リスク対応などの取組みを実施）  製品の省資源化・資源循環
性向上と資源効率の向上 

自然共生 
(生物多様性の保全) 

 企業活動による生物多様性への負の影響低減及び正の影響増加 

 
 
環境行動計画 目標 

 

目標 2030年度目標 基準年度 

お客様・社会 

 世界の GHG排出削減への貢献 検討中  

自社・サプライチェーン 

気候変動 スコープ 1,2  事業拠点の GHG排出量を 2030年度末までに実質ゼロ 
 事業活動で使用する電力を 2030 年に再生可能エネルギー使用率 100％と
し、質の高い再エネを拡大 

実質ゼロ ― 

スコープ 3  バリューチェーン全体で 2030年度末までに 42％以上削減 42％以上削減 2020 

資源循環  連結売上収益あたりの新規資源投入量を 2023年度比 30％以上削減 
 サーキュラリティ指標を 2027年度までに策定し取り組みを推進 

30％以上削減 2023 

自然共生 バリューチェーンを含む自社の企業活動の領域において、生物多様性への負の影響を
42%以上低減、加えて、生物多様性への正の影響を増加させる活動を推進 

42％以上低減 2020 

【水資源保全の取り組みについて】 
水使用量削減の数値目標は設定せず、今後は実効性のある水資源保全活動や水リスク対応の取り組みを実施した際の内容開示に注力する
方針 
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